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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第３四半期
累計期間

第36期
第３四半期
累計期間

第35期
第３四半期
会計期間

第36期
第３四半期
会計期間

第35期

会計期間

自 平成21年
４月１日

至 平成21年
12月31日

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
12月31日

自 平成21年
10月１日

至 平成21年
 12月31日

自 平成22年
10月１日

至 平成22年
 12月31日

自 平成21年
４月１日

至 平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,122,8143,344,3711,121,1751,138,1824,215,052

経常利益(千円) 159,595 169,594 104,689 59,460 186,999

四半期（当期）純利益（千円） 79,273 60,589 63,470 33,914 101,442

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 831,413 831,413 831,413

発行済株式総数（株） － － 4,558,8604,558,8604,558,860

純資産額（千円） － － 2,636,6102,684,3672,658,338

総資産額（千円） － － 5,852,6725,724,0065,677,385

１株当たり純資産額（円） － － 592.02 602.81 596.89

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
17.80 13.61 14.25 7.62 22.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 7.50

自己資本比率（％） － － 45.0 46.9 46.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
62,100 209,617 － － 129,787

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△102,581△42,792 － － △12,725

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
94,931 △37,646 － － △161,453

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 762,586 792,911 663,745

従業員数（人） － － 134 140 133

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

　

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 140     

　（注）従業員数は就業人員（常用パート及び嘱託契約社員を含む）であります。なお、当第３四半期会計期間においては

臨時雇用者数（派遣社員）の該当はありません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】
(1）生産実績
　当第３四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

　臨床検査薬の製造及び販売事業 　　　　　　　　　　504,443 　　　　　　　　　　  113.4

　（注）当第３四半期会計期間の生産実績を検査分野別に示すと、次のとおりであります。

検査分野別
当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

 
前年同四半期比（％）

 

生化学的検査用試薬（千円） 288,166 83.0

免疫血清学的検査用試薬（千円） 112,263 144.8

その他（千円） 104,013 514.9

合計（千円） 504,443 113.4

　          金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　
(2）商品仕入実績
　当第３四半期会計期間における商品仕入実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

　臨床検査薬の製造及び販売事業 　　　　　　　　　　593,809 　　　　　　　　　　  102.2

　　（注）当第３四半期会計期間の商品仕入実績を検査分野別に示すと、次のとおりであります。

検査分野別
当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

 
前年同四半期比（％）

 

生化学的検査用試薬（千円） 24,522 172.2

免疫血清学的検査用試薬（千円） 562,733 101.4

その他（千円） 6,553 56.1

合計（千円） 593,809 102.2

            金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　
(3）受注状況
　当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

　
(4）販売実績
当第３四半期会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

　臨床検査薬の製造及び販売事業 　　　　　　　　　1,138,182 　　　　　　　　　　  101.5

（注）当第３四半期会計期間の販売実績を検査分野別に示すと、次のとおりであります。

検査分野別
当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

 
前年同四半期比（％）

 

生化学的検査用試薬（千円） 363,731 112.5

免疫血清学的検査用試薬（千円） 726,179 108.0

その他（千円） 48,271 38.6

合計（千円） 1,138,182 101.5

　      １．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
２．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実
績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社エスアールエル 224,923 20.1 246,084 21.6

東邦薬品株式会社 130,547 11.6 200,931 17.7

アルフレッサ株式会社 105,124 9.4 113,695 10.0
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２【事業等のリスク】

　 当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　   　 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　当第３四半期会計期間における我が国経済は、緩やかな景気の回復基調にはあるものの、輸出は伸び悩み、国内

企業の業績をはじめとして個人消費及び雇用情勢などの改善も進まない状況の下、足踏みの状態で継続いたしま

した。為替相場におきましても、海外経済の影響などから円高基調で推移しており、今後における企業収益への影

響が懸念されております。　

　　　このような環境の下、当第３四半期会計期間の業績につきましては、売上高は１１億３千８百万円（前年同期比

１.５％増）となりました。検査分野別で見ると、生化学分野においては、腎機能検査薬及び糖尿病検査薬が第２

四半期と同様に好調な推移を示したことにより３億６千３百万円（前年同期比１２.５％増）となり、免疫分野

におきましても、アレルギー診断薬が引き続き好調な伸びを示し７億２千６百万円（前年同期比８．０％増）と

いう結果となりました。その他の分野におきましては、主に遺伝子関連試薬により４千８百万円（前年同期比６

１.４％減）となりました。

　　　また、営業利益及び経常利益につきましては、それぞれ５千９百万円（前年同期比４６.０％減）、５千９百万円

（前年同期比４３.２％減）となり、四半期純利益では３千３百万円（前年同期比４６.６％減）という結果とな

りました。

     

(2)資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期会計期間末の総資産の額は、５７億２千４百万円となり、前事業年度末と比べ４千６百万円の増加

となりました。その主な要因は次のとおりです。当第３四半期会計期間末における流動資産は２４億１千２百万

円となり、前事業年度末と比べ８千９百万円の増加となりました。これは主に、投資その他の資産の長期預金から

現金及び預金への振替１億円と原材料及び貯蔵品が１千９百万円増加し、繰延税金資産が２千２百万円減少した

ためです。固定資産につきましては、３３億１千１百万円となり、前事業年度末と比べ４千２百万円の減少となり

ました。これは主に投資有価証券評価損５千１百万円の計上による減少と繰延税金資産２千１百万円の増加によ

るものです。

　　　当第３四半期会計期間末の負債の額は、３０億３千９百万円となり、前事業年度末と比べ２千万円の増加となりま

した。その主な要因は次のとおりです。当第３四半期会計期間末における流動負債は２３億６千５百万円となり、

前事業年度末と比べ１億２千６百万円の増加となりました。これは主に賞与引当金が４千７百万円減少し、短期

借入金が１億４千５百万円及び未払金が２千６百万円増加したことによるものです。固定負債につきましては、

６億７千３百万円となり前事業年度末と比べ１億５百万円の減少となりました。その主な要因は、リース債務が

３千３百万円増加した一方で、短期借入金への振替などにより長期借入金が１億３千９百万円減少したことによ

るものです。　　　

      当第３四半期会計期間末の純資産の額は、２６億８千４百万円となり、前事業年度末と比べ、２千６百万円の増

加となりました。その主な要因は、配当金の支払いにより３千３百万円減少した一方で四半期純利益６千万円を

獲得したことによるものです。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は７億９千２百万円とな

り、第２四半期会計期間末と比べ１億２百万円の増加となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は次のとおりです。

　　(営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加による４千８百万円及び法人税等の支払い４千４百万

円などにより減少したものの、一方で、税引前四半期当期純利益５千７百万円、減価償却費３千８百万円、仕入債

務の増加８千２百万円などにより８千６百万円の増加（前年同期は７百万円の増加）となりました。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得１千１百万円などにより１千万円の減少

（前年同期は１億円の減少）となりました。
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 （財務活動によるキャッシュ・フロ―）　

　　　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の調達１億５千万円があるものの、その一方で短期借入金と

長期借入金の返済１億１千９百万円により、２千６百万円の増加（前年同期は１億７千万円の増加）となりま

した。　

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　 当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は５千７百万円であります。

　 なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

  当社の経営成績に重要な影響を与える要因としましては、隔年ごとに実施される薬価改定をはじめとした国の

医療費政策や医療機関の経営合理化による医療費引き下げなどの外的要因による収益の変動が考えられます。

　また、その他の分野におけるロイヤリティ収入及び免疫関連における主要な原料につきましては、為替相場の推

移によって各年度における収益予想が大きく変動する可能性があります。

　今後における経済状況については、金融不安による消費の低迷や雇用情勢の改善もなかなか進まないなか、その

先行きの見込みについても不透明な状況は継続するものと思われます。臨床検査薬市場におきましても診療報酬

の改定や競合他社との価格競争などにより、引き続き厳しい環境にあるものと予想しております。今後につきま

しては、糖尿病診断薬やシスメックス株式会社との共同開発契約に基づく免疫関連試薬の売上拡大及び試薬と測

定機器を組み合わせたシステム販売等積極的な営業展開を行ってまいります。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

  

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

 計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月４日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,558,860 4,558,860

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。　　　　

計 4,558,860 4,558,860 －　 　　　－

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 4,558,860 － 831,413 － 928,733

　

（６）【大株主の状況】

  当第３四半期会計期間において、大株主の異動はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　    ①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　         － － 　        －

議決権制限株式（自己株式等） 　　　　　 － － 　        －

議決権制限株式（その他） 　         － 　         －         　－

完全議決権株式（自己株式等）
　（自己保有株式)

　普通株式    105,000
－ 　単元株式数 1,000株

完全議決権株式（その他） 　普通株式  4,449,000 4,449　       同上

単元未満株式 　普通株式      4,860 －         　－

発行済株式総数 4,558,860 － －

総株主の議決権 － 4,449 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権の数1個）が含まれ

ております。

２．「単元未満株式」の欄には、自己株式の株式753株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

　株式会社カイノス

東京都文京区本郷二丁目

38番18号
105,000－ 105,000 2.31

計　 　　　　　－ 105,000－ 105,000 2.31

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４　月

５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月

最高（円） 410 390 298 272 253 372 298 302 338

最低（円） 308 275 266 242 232 246 260 272 279

　（注）最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、そ

れより以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,032,911 903,745

受取手形及び売掛金 ※5
 1,004,293 1,032,370

商品及び製品 131,969 132,093

仕掛品 52,390 60,027

原材料及び貯蔵品 141,413 121,485

その他 51,932 75,668

貸倒引当金 △2,900 △2,900

流動資産合計 2,412,010 2,322,492

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1,※2
 795,164

※1,※2
 825,590

土地 ※2
 1,851,453

※2
 1,851,453

その他（純額） ※1,※2
 158,268

※1,※2
 135,410

有形固定資産合計 2,804,886 2,812,453

無形固定資産 84,256 77,191

投資その他の資産 422,853 465,247

固定資産合計 3,311,995 3,354,893

資産合計 5,724,006 5,677,385

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 795,928 791,264

短期借入金 1,248,700 1,102,850

未払法人税等 8,538 45,932

賞与引当金 31,000 78,600

その他 281,767 220,797

流動負債合計 2,365,933 2,239,444

固定負債

長期借入金 549,110 688,660

その他 124,595 90,941

固定負債合計 673,705 779,601

負債合計 3,039,638 3,019,046

純資産の部

株主資本

資本金 831,413 831,413

資本剰余金 928,733 928,733

利益剰余金 1,006,652 979,465

自己株式 △89,910 △89,740

株主資本合計 2,676,889 2,649,871

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,478 8,467

評価・換算差額等合計 7,478 8,467

純資産合計 2,684,367 2,658,338

負債純資産合計 5,724,006 5,677,385
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 3,122,814 3,344,371

売上原価 1,971,063 2,161,150

売上総利益 1,151,750 1,183,221

販売費及び一般管理費 ※1
 974,921

※1
 1,008,508

営業利益 176,829 174,713

営業外収益

受取利息及び配当金 6,227 6,481

為替差益 － 4,064

受取賃貸料 6,946 6,687

その他 4,485 5,429

営業外収益合計 17,659 22,663

営業外費用

支払利息 24,848 21,114

手形売却損 631 478

為替差損 1,776 －

賃貸費用 5,087 3,811

その他 2,548 2,378

営業外費用合計 34,893 27,782

経常利益 159,595 169,594

特別利益

固定資産売却益 － 146

投資有価証券売却益 12 4,357

特別利益合計 12 4,504

特別損失

固定資産除却損 ※2
 4,634

※2
 9,693

投資有価証券評価損 － 51,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,600

特別損失合計 4,634 64,858

税引前四半期純利益 154,973 109,239

法人税、住民税及び事業税 65,400 47,150

法人税等調整額 10,300 1,500

法人税等合計 75,700 48,650

四半期純利益 79,273 60,589
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 1,121,175 1,138,182

売上原価 679,936 735,043

売上総利益 441,239 403,139

販売費及び一般管理費 ※1
 331,264

※1
 343,763

営業利益 109,975 59,376

営業外収益

受取利息及び配当金 1,007 963

為替差益 － 2,438

受取賃貸料 2,180 2,051

その他 3,245 2,680

営業外収益合計 6,433 8,134

営業外費用

支払利息 8,106 6,154

手形売却損 171 229

為替差損 1,010 －

賃貸費用 1,695 961

その他 734 705

営業外費用合計 11,718 8,050

経常利益 104,689 59,460

特別利益

固定資産売却益 － 146

特別利益合計 － 146

特別損失

固定資産除却損 ※2
 938

※2
 2,261

特別損失合計 938 2,261

税引前四半期純利益 103,750 57,344

法人税、住民税及び事業税 34,180 3,730

法人税等調整額 6,100 19,700

法人税等合計 40,280 23,430

四半期純利益 63,470 33,914
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 154,973 109,239

減価償却費 93,314 106,988

投資有価証券評価損益（△は益） － 51,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,600

売上債権の増減額（△は増加） △120,693 28,077

たな卸資産の増減額（△は増加） △52,211 △12,165

仕入債務の増減額（△は減少） 126,188 4,663

その他 36,832 12,286

小計 238,404 304,254

利息の支払額 △25,637 △20,373

法人税等の支払額 △156,975 △80,709

その他の収入 6,307 6,445

営業活動によるキャッシュ・フロー 62,100 209,617

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,277 △52,625

定期預金の預入による支出 △100,000 △100,000

定期預金の払戻による収入 － 100,000

投資有価証券の売却による収入 30 8,800

その他 665 1,033

投資活動によるキャッシュ・フロー △102,581 △42,792

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 340,000 △10,000

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △424,260 △183,700

配当金の支払額 △17,889 △33,642

その他 △2,918 △10,303

財務活動によるキャッシュ・フロー 94,931 △37,646

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,443 129,166

現金及び現金同等物の期首残高 708,143 663,745

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 762,586

※
 792,911
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　
１．会計処理に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の変更

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基
準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており
ます。
　これにより当第３四半期累計期間の税引前四半期純利益が3,600千円減少し
ております。　

【表示方法の変更】

　　　該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略
し、第２四半期会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により
算出しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法　　 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期
間按分する方法により算定しております。

３．繰延税金資産の回収可能性の判断　 　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前事業年度末以降に経営環境
等、又は、一次差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合に、前事業年
度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著
しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１有形固定資産の減価償却累計額は、1,608,004千円であ

ります。

※１有形固定資産の減価償却累計額は1,599,943千円であ

ります。
　 　

※２担保提供資産 ※２担保提供資産

　担保に供されている資産で、事業の運営において重要な

ものであり、かつ、前事業年度の末日に比べ著しい変動が

認められるものはありません。　

　建物 451,391千円

　構築物 21,597 

　土地　 1,851,453　

計 2,324,441 

　 　
３受取手形割引高 149,800千円 ３受取手形割引高 120,528千円
　 　

─────────── 　４保証債務　　　　　　　　　

　取引先について、リース債務に対する債務保証を行って

おります。

　     　 　 49千円
　 　
※５期末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当

第３四半期会計期間の末日は金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　なお、当第３四半期会計期間末日満期手形の金額は、次

のとおりであります。

　─────────── 

　受取手形 16,861千円 　
　 　

（四半期損益計算書関係）
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前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与手当 269,582千円 従業員給与手当 274,302千円

※２機器の除却に伴う損失であります。

　

※２機器の除却に伴う損失であります。

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※１販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与手当 90,273千円 従業員給与手当 90,778千円

※２機器の除却に伴う損失であります。

　

※２機器の除却に伴う損失であります。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金 1,102,586

投資その他の資産　 100,000

　　　計 1,202,586

預入期間が３か月を超える定期預金 △440,000

現金及び現金同等物 762,586

　

 （千円）

現金及び預金 1,032,911

投資その他の資産　 100,000

　　　計 1,132,911

預入期間が３か月を超える定期預金 △340,000

現金及び現金同等物 792,911

　

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　4,558千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式            105千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 33,402 7.5平成22年３月31日平成22年６月25日 利益剰余金
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（金融商品関係）

前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。　

　

（有価証券関係）

　　　　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　　　　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

　　　　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。　

　

（セグメント情報等）

　　　　（追加情報）

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。　

【セグメント情報】

当社は、臨床検査薬の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(賃借等不動産関係)

　　　　 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 602.81円 １株当たり純資産額 596.89円

　

　　　　２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 17.80円 １株当たり四半期純利益金額 13.61円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 79,273 60,589

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 79,273 60,589

期中平均株式数（株） 4,454,678 4,453,164

　

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14.25円 １株当たり四半期純利益金額 7.62円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 63,470 33,914

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 63,470 33,914

期中平均株式数（株） 4,453,874 4,453,107

　

（重要な後発事象）

　　　　  該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　  当四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載して

おりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月４日

株式会社カイノス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　哲夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　　誠　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カイノスの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第35期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カイノスの平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月４日

株式会社カイノス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　　誠　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本　佳永子　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カイノスの

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第36期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カイノスの平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社カイノス(E00977)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	第３四半期会計期間

	（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
	四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

